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　昨年度は、「神は、あなた方を耐えられないほどの
試練にあわせることはありません。むしろ耐えられ
るように試練とともに脱出の道も備えてくださる（コ
リントⅠより）」ことを確信した年度末でした。
　中学校への新入学者数は226名（定員180名）、大学
への新入学者数は361名（定員290名）となりました。　
大学では、学生増のためスクールバスに乗り切れず
バスの増発・増便、中型バスを大型バスへ変えなけ
ればとも話しております。中学校では、入学者増に
信和会の了解を得て信和会室を普通教室へと改修し、
6 クラス編成で入学式を迎えました。この少子化の
時代に、神様から素晴らしい恵みをいただいてのス
タートでした。
　学園は今年創立90周年。90年間“汝の光を輝かせ”と
河井道先生が掲げられたランターン（教育）の灯を、
今日まで照らし続けてくることができました。これ
はひとえに恵泉を愛し、恵泉を支え続けて下さいま
した皆様のお陰と感謝しております。学園は、創立
90周年を10年後に迎える「100周年に向けたスタート
の年にしていきましょう」と決意を新たにしました。
そして理事会では、100周年記念事業委員会と小委員
会を発足させ活動を開始することとしました。皆様
のご協力とご支援を宜しくお願いいたします。
　2018年度の恵泉フェロシップには、2600万円を超

えるご寄付が寄せられました。皆様からのご寄付の
使い道は 4 頁の「2018年寄付金配分状況」をご覧く
ださい。
　今年度（2019年）につきましては、本頁「2019年
度募金テーマ」に掲載しております。その中で新規
に加わりました事業の内いくつかを紹介します。
《大学関係》　「生涯就業力教育のために」
　大学では、生涯就業力を掲げて 4 年目、今年度か
ら新たな事業が 2 つ始まりました。一つは、本学園
教職員・政財界及び企業でご活躍の皆様を講師に迎
え、生涯就業力STEP講座が全学年で実施されている
ことです。二つ目は、梨花女子大学（韓国）との教
育連携が具体的に進められ、二校間で教員の研究交
流、学生の交換留学、生涯就業力カリキュラム開発
等が始まりました。
　生涯就業力教育の充実は、今後大学が歩むであろ
う方向を生み出す基となっていくと信じています。
《中学・高校関係》　「世田谷体育館冷房設備のために」
　昨夏は、体育館に冷房設備がなく熱中症発令日に
は、やむなく体育館使用を禁止しました。今夏は、
どのように暑くても、生徒達が快適に十分な活動が
できるようにと、体育館に冷房設備を設置する工事
を緊急に実施することとしました。
　皆様のご支援のほどをよろしくお願いいたします。

　恵泉フェロシップでは、毎年度募金テーマを定め
て、募金活動を行っています。
　2019年度の募金テーマは、右記のとおりです。毎
年度お納めいただいている会費は、恵泉フェロシッ
プ常任委員会にて募金テーマに配分させていただい
ております。いずれかの募金テーマへの使途を指定
したご寄付も受け付けております。振込用紙ご利用
で連絡欄にその旨の記載があるご寄付は、指定寄付
としてお受けしております。また、インターネット
を利用したクレジットカードによる寄付の受付の準
備を進めております。学園のホームページ（https://
keisenjogakuen.jp/）「寄付について」においてご案
内する予定です。

①大学生涯就業力教育のために
②大学障がい学生支援のために
③大学恵泉地域言語活動研究会のために
④中高園芸教育のために
⑤中高芸術活動のために
⑥奨学金のために（中高・大学）
⑦国際交流プログラムのために（中高・大学）
⑧学園史料室のために
⑨花と平和のミュージアムのために
⑩中高ICT教育推進のために
⑪世田谷体育館冷房設備のために
⑫多摩キャンパス整備のために
⑬蓼科ガーデン整備のために
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　2019年度は大学開学31周年を迎える年度であり、
新たな 4 年間の中期計画を基にスタートしておりま
す。今回の中期計画は2018年度秋から全教職員が参
画して作成にあたり、幾度か修正・改善を重ねA 4 用
紙21枚にわたる内容で完成いたしました。現在、大
学はこの中期計画を基に、大日向学長のリーダーシッ
プにより全教職員一丸となって、「生涯就業力」育成
を目標に掲げた教育の徹底と財務健全化に向けて
日々活動しております。ここに中期計画方針の一部
をご紹介いたします。
　【「生涯就業力」は長い人生の中で、常に自分らし
い目標を見失わず、“なにがあっても、どこにあって
も必要とされる人”となる力であり、それは近未来に
予想される社会変動のリスクと女性特有の人生課題・
歴史的な課題をプラスに転ずる力である。この「生
涯就業力」の育成は、創立者河井道先生の女子教育
の理念を確かに踏襲し、かつそれを女性活躍が言わ
れている今日の社会にあって、女性の高等教育機関
である女子大学が時代の要請に応えるだけでなく、
むしろあるべき社会のあり方とその中での真の女性
活躍の姿を追求実現するものである。】
　中期計画策定にあたっての基本的視点 3 点は次の

通りです。①大学のV字回復は女性活躍時代の新たな
女性活躍像としての「生涯就業力」育成を明確に提
示し、「小規模大学」「女子大」「ローカル」という本
学の 3 つの特性を最大限プラスにする発想によって
こそ成し得ると考える。②「教育の徹底」「学びの支援」

「社会への発信」は、すべてこの①の視点を一貫して
立案し、PDCAを可能とするものとする。とりわけ「継
続と発展」に関しては、学生の在籍数が減少してい
る現状とそれが学園全体に及ぼしている財政的な負
担についてのより一層厳しい認識に基づいた計画と
PDCAを可能とする体制の確立が必要である。③教育
の徹底は大学の基本的責務であり、それを十二分に
なし得て初めてV字回復が可能となる。教員の教育研
究業績評価・担当科目及び科目数・校務分掌等に関
しても、従前とは異なる抜本的な改革案の提示とそ
れを実行するガバナンス体制を確立する。
　中期計画は以上の方針と基本的視点に即して具体
的な数字を多く盛り込んだ内容となっております。

「学生の目が輝いている大学」「社会から高く信頼さ
れ、生き続ける大学」をめざして全力を傾けており
ます。変わらぬご支援をお願い申し上げます。

大学事務局長　舘野英樹

「生涯就業力」育成に向けた中期計画

　日頃より学園の教育活動にご理解とご支援をいた
だいておりますことに感謝申し上げます。
　中高では「中期計画（2019-2022）」において、育っ
てほしい生徒像を以下の 4 点にまとめています。
　①個としての自覚に目覚めた女性
　②平和への不屈の意思をもつ女性
　③命を育てる楽しさと尊さを知っている女性
　④知的探求心と確かな学力を備えた女性
　この生徒像を実現するための活動の一つに「これ
からの女性の働き方を広げる自然科学への関心を促
す」という目標があります。この目標のもと、科学
講演会や、大学研究室訪問、サイエンスアドベン
チャー（科学系課外活動）などのプログラムを展開
しております。サイエンスアドベンチャーは今年度
で 4 年目の活動ですが、2018年度に初めて研究成果
発表会を開催いたしました。パワーポイントを使い、
実験結果などを画像やデータを表示しながら、自分
たちの研究成果を発表するという、大学生にも負け
ない、なかなか充実した発表会でした。
　2020年度からの大学入試は「思考力・判断力・表
現力」を問う試験になり、どのような学習を主体的
に行ってきたかをポートフォリオとして蓄積して、
これを大学が評価するという手法も取り入れられる

ことになります。この発表会での発表資料などはま
さにポートフォリオとして蓄積される学習成果に他
なりません。ポートフォリオは生徒一人ひとりがデー
タとして蓄積します。これはeポートフォリオと呼ば
れますが、本校ではClassiというシステムを昨年度か
ら導入しました。生徒自身がデータ（実験、調査、
論文、ボランティア活動、部活動等々）を入力・蓄
積し、大学がこれを見て評価します。大学入試の変
更や社会のICT化の進展もあり、ICT教育・設備の充
実はますます重要なものとなっております。
　木の温もりと光に溢れた校舎は、建築後15年経っ
た今でも、内外の方たちから高い評価をいただいて
おりますが、施設設備の老朽化は免れず、昨年度よ
り着手した空調設備の更新は通算 5 年、総工費 6 億
円を超える大工事となっています。また毎朝の礼拝
にも欠かせない放送設備も、経年劣化により諸活動
に支障をきたすことが出てまいりました。今後さら
に長期的な施設設備計画と着実な実行が必要な状況
にあります。
　時代に対応した新しい教育システム、安全で安心
な施設設備等の充実のために、今後とも変わらぬご
支援を賜りますようお願い申し上げます。

中高事務長　賞雅郁子

中高の中期計画と教育活動について
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　はじめに史料室予算の大半が恵泉フェロシップの
ご支援で支えられていることに感謝申し上げ、2017
年度及び2018年度を中心に史料室の活動報告をさせ
ていただきます。
　2016年 7 月号で『恵泉女学園史料室所蔵目録その
3 － 一色義子寄贈一色邸資料』作成の途中経過を報
告させていただきましたが、2017年度に別冊「リス
ト編」を含め発行することができました。目録は「そ
の 1 」から「その 3 」まで全てWeb上で公開してい
るので、国内はもちろん、海外からの利用者も研究
者を中心に増えています。
　史料室の日常業務は、河井道関係、学園関係の資
料を収集し、利用提供できるように整理、保管する
ことが大きな任務であり、原点です。ここから目録
が生まれ、展示、「史料室だより」や冊子の発行、レファ
レンスなどが行われていきます。資料整理を進めて
いく上で重要になってくるのが保管です。なるべく
酸化から守るために中性紙の封筒に一点一点資料を

入れて整理をしています。変色や破損で扱いが難し
い資料が少なくない中、2017年度には専門業者によ
り「河井道作成スクラップブック」、「河井道ブリン
マー CLASS BOOK」など一色家資料を中心に修復を
行い、一部展示しています。2018年度には第四代秋
田稔学園長を偲ぶ『こころに火を　秋田稔先生と出
会って』を発行しました。尚、当書は学園本部にて
購入可能です。
　今年度の「史料室だより」はテーマを「戦時下の
恵泉」（仮）とし、準備を進めています。現在は主に
当時の日誌類を読み込んでいますが、多くが残され
ていることに感謝です。その中には修復の際に副本
の作成やデジタル化を同時に行ったものもあり、活
用に大変役立っています。
　資料には歴史を語る強い力があり、感動や喜びを
与えてくれます。私たちは資料で学園の歴史を正確
に、そして、きれいな状態で伝えたいと日々励んで
います。

学園史料室

史料室の活動

　詳細な決算につきましては、学園のホームページ（https://keisenjogakuen.jp/gaiyo/business-report/）内の
2018年度事業報告をご覧いただきたいと存じますが、ここでは概略にてご報告いたします。

＊ 学校法人恵泉女学園2018年度決算の概要について ＊

事業活動収支計算書� （単位：百万円）
教育活動収入 2,488
教育活動支出 2,816
教育活動収支差額 -328
教育活動外収入 24
教育活動外支出 8
教育活動外収支差額 16
経常収支差額 -312
特別収入 48
特別支出 4
特別収支差額 44
基本金組入前収支差額 -268
基本金組入額 -202
当年度収支差額 -470

貸借対照表� （単位：百万円）
資産の部 15,722
　　有形固定資産 11,419
　　特定資産 3,254
　　その他の固定資産 122
　　流動資産 927
負債の部 1,681
　　固定負債 1,035
　　流動負債 646
純資産の部 14,041
　　基本金 19,743
　　繰越収支差額 -5,702

　2018年度の収支は、大学の在籍学生数の減少等による収入の減少に対し、人件費・経費の削減を続けておりま
すが、学生の教育環境維持のための空調設備更新や情報機器の更新などの必要な事業を実施した結果、当年度の
収支差額は470百万円の支出超過となりました。皆様から頂いた寄付金は教育活動収入として計上されております。
　その結果、財政状態としての貸借対照表は、純資産が14,071百万円で昨年度比268百万円減少しました。恵泉フェ
ロシップ特定資産は、資産の部の特定資産に含まれてれいます。学園の金融資産の合計は 4 ,220百万円となって
おります。
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　2018年度もみなさまからの毎年の会費の他に、同
窓会、恵泉会、恵泉会友の会からのご寄付や、恵泉
に心を寄せてくださる多くの方々からの任意のご寄
付を頂戴し、寄付金等の総額は約 2 ,650万円となりま
した。会費としてのご寄付は減少傾向ですが、今年
度は遺贈による多額のご寄付があり、前年度比では
900万円弱の増加となりました。変わらないご支援を
賜り、心から感謝申し上げます。
　2018年度のフェロシップからの支援による活動の
概要は、下段の「2018年度寄付金配分状況」をご覧
ください。奨学金としては、経済的に学修困難な学
生生徒への支援または海外からの留学生への支援と
して用いさせていただきました。また、学生生徒の

教育活動や環境の充実のため、情報機器の更新、英
語教育・園芸教育、被災地訪問プロジェクトなど多
彩な事業を実施することができました。特に国際交
流の分野では、韓国の梨花女子大学との協定締結が、
2019年度の学生交流プログラムへと発展しており、
さらなる成果が期待されます。会報第31号にてご報
告いたしました蓼科ガーデンの研修棟の屋根改修工
事も実現しましたが、これも2019年度引き続き残る
棟の改修を計画しております。
　以上2018年度のフェロシップからの支援による活
動をご報告いたします。今後とも皆様のお力添えを
賜りますようよろしくお願い申し上げます。

＊ 2018年度活動報告 ＊　　　	 恵泉フェロシップ事務局

会費・寄付金のお振込み先は下記のとおりです。
　名義	 学校法人 恵泉女学園
　ゆうちょ銀行	 00160- 4 -20588
　三菱UFJ銀行世田谷支店	 (普)0881964
　三井住友銀行経堂支店	 (普)5237180
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156-8520 東京都世田谷区船橋 5 - 8 - 1
Tel:03-3303-2111　Fax:03-3303-2323

奨学金のために 200万円 （大学 恵泉会からの使途指定分100万円
　同窓会からの使途指定分100万円）

奨学金のために 250万円 （中高 恵泉会からの使途指定分100万円、
　同窓会からの使途指定分100万円他）

国際交流・英語教育プログラムのために 150万円 （大学）
恵泉地域言語活動研究会のために 20万円 （大学東京ゾンタⅡからの使途指定）
障がい学生支援のために 25万円 （大学）
蓼科ガーデン再整備特別募金 350万円 （使途指定179万円、過年度寄付繰越分171万円）
多摩学生環境整備のために 200万円 （恵泉会からの使途指定）
バラ園活動のために 8万円 （指定寄付）
中高園芸教育のために 50万円
中高芸術活動のために 100万円 （課外活動補助）
国際交流プログラムのために 100万円 （中高 海外研修補助）
ICT教育推進のために 100万円 （中高）
被災地訪問プロジェクトのために 30万円 （中高 恵泉会からの指定寄付）
学園史料室のために 100万円
花と平和のミュージアムのために 80万円

合　　　計 1,763 万円

　2018年度は恵泉フェロシップ特定資産の組入（888
万9538円）を行いました。この結果、恵泉フェロシッ
プ特定資産の残高は右のとおりとなりました。

《恵泉フェロシップ特定資産残高》
2017年度残高 70,258,426 円
2018年度特定資産への組入 8,889,538 円
2018年度残高 79,147,964 円

＊ 2018年度寄付金配分状況 ＊


